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 Targetは、 オ ブ ジ ェ ク ト の 永 続 化 を 必 要 と す る 実 装 ク ラ ス の ス ー パ ク ラ ス で あ り、
TargetManagerは、Targetのオブジェクトを一括管理するスーパクラスである。このクラスを
継承したユーザ独自のオブジェクト管理クラスを、全体でひとつだけ作成し、永続化を必要とす
るそれぞれの実装クラスへは、このオブジェクト管理クラスの各オブジェクトで対応する。
 図 7.1に予約システムを事例としたクラス図を示す。この事例において、プログラムを作成す
るクラスは、TargetManagerと Targetを除いた６つの実装クラス（サブクラス）となる。
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8．オブジェクト永続化の考え方とデータファイルの構造
 CSV形式のテキストファイルを用いてオブジェクトを擬似的に永続化するため、個別オブジェ
クトとテキストファイルの各行データとの対応関係を、設計時に学生に明確に示しておく必要が
ある。
⑴  顧客、会員、商品など、明確に他と区別できる対象物であり、利用する単位も対象物そのも
のである場合は、現実の対象物そのものをひとつの個別オブジェクトとして捉える。
⑵ 現実の対象物はひとつであるが、利用する単位が日別あるいは時間別に分かれる場合は、利
用する単位をひとつの個別オブジェクトとして捉える。いわば「分身オブジェクト」として考
える。例えば、列車や航空の座席（指定席）、ホテルや旅館の部屋、レンタカーなどがある。
⑶ 同種の対象物が複数あって、利用する単位が同種のものの中のいずれでもよい場合、例えば
列車や映画館の自由席とか、図書とか DVDなどの貸出などの場合は、下記の２つの捉え方が
ある。
 ・同種の対象物であっても、⑴と同様、それぞれを個別のオブジェクトとして捉える。
 ・ 同種の対象物をまとめて一つのオブジェクト、いわば「集合体オブジェクト」として捉え、
同種の対象物の存在をこの「集合体オブジェクト」の中に個数の属性を設定して表現する。
9．制約事項
 CSVファイルはメモ帳や EXCELで簡単に作成できるが、RDBではないのでレコードの重複や
データ項目名の重複がないように注意して作成しなければならない。また、型の宣言がなく、す
図7.1 フライト便の座席予約システムを事例としたクラス図
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べて文字列として扱うので、他の型のデータとして処理する際には明示的に型変換が必要になる
場合がある。ただし、TargetManagerが提供する検索条件の大小比較演算では、文字列からの
数値変換や日付変換を自動的に行う。
 複合した検索条件を設定するために、まず条件の AND論理グループ、OR論理グループを別
個に設定し、さらにこれらグループ間を ANDまたは OR論理で結合するレベルまでを実現した。
過去の本演習における SQLを使用したすべての作成事例には対応できることは確認したが、
Where句で記述できるような柔軟な検索レベルは実現できていない。
 また、前述のようにテキストファイルを用いた擬似的なオブジェクト永続化であるので、複雑
なオブジェクト構造には対応できない、目的のオブジェクトを見つけるとしても結果的には
RDBのような文字列の「キー」に頼らざるを得ないという制約もあるが、この点においても過
去の演習での作成事例への適用には問題がないことを確認した。
 Targetを継承する実装クラスにおいては、個別設計された検索処理や更新処理を作成するの
で理解しやすいが、TargetManagerの実装クラスの中には個別設計の内容とは無関係の機能を
作成しなければならない。検索条件に合致する Targetのオブジェクトそのものの取得機能は
TargetManagerの機能にあるが、Targetの実装クラス（サブクラス）のオブジェクトとして取
得するには逆キャストとなるので、スーパクラスの機能の中には実現できない。そのため、
TargetManagerの実装クラスの中にこの取得機能を作成し、検索条件に合致した Targetの実装
クラスのオブジェクトを擬似的に取り出さなければならない。この機能は Targetの実装クラス
別に必要となるが、クラス名だけが異なるコードであるので、サンプルコードを示して作成させ
ている。
10．作成事例
 演習の後半部でまず、OOPと開発支援環境の理解を兼ねて、TargetManagerの実装クラスを
１つ、Targetの実装クラスが「顧客クラス」１つのだけの「住所録システム」を全員に作成さ
せてから、個別の設計開発を進める。個別設計では、「住所録システム」に、さらに Targetの実
装クラスを少なくとも２つ以上追加し、オブジェクトの読み出し、修正、挿入などの処理を行う
内容にすることを要求している。
 本開発支援環境での作成事例はまだ少ないが、「高速バス予約システム」「レンタカー予約シス
テム」「総合病院予約システム」「楽器販売システム」「居酒屋予約システム」「Webマネー購入
システム」などがある。
11．評価
 演習 15回分の各回の割り当てを従来の内容と比較すると、OOPの理解と支援環境説明に１回
分増やし、逆に OOPの作成回数は１回分減らしたが、個別に設計した内容を全員が作成するこ
とができた。学生が作成した実質的ステップ数は 100ステップ前後であり、従来に比べて 20％
程度の削減に止まっている。これは SQLのWhere句では一行で記述できた条件句を、今回は個々
に分割して記述していることによるものと考えられる。しかし、理解しやすいプログラムコード
となったことで、発生するエラーの数が激減し、演習時間中での作成プログラムの完成度もあが
り、時間外の指導も皆無となった。この開発支援環境において継続的に取得しているエラー記録
を見ると、項目名指定や条件句設定において、文字列に関わる単純なエラーが重複して発生する
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ことも少なくなっている。これは、開発支援環境が独自に出力するエラー表示に、その内容が詳
細に説明されていることによって、エラー箇所の発見がかなり容易になったと推測される。
 一方、この開発支援環境では補足できない VB環境でのエラーも当然発生している。その種類
とか発生数はまだ定量的には把握しておらず、本開発支援環境の有効性の評価に関しては、さら
なる作成事例を積み上げる必要がある。
12．あとがき
 情報システムの設計開発演習において、従来の OOPによるプログラム作成時の問題を見直し、
プログラムの初学者でも対応できる開発支援環境を作成して実際の演習に供した。まだ半期１回
の適用であり定性的であるが、本開発支援環境を利用することにより、OOPによる実装負荷を
具体的に軽減することができたと評価する。今後、種々の作成事例を増やしてさらなる改修を行
い、有効性の定量的評価を行っていく。

